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◆
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い

　
◆
木
曽
川
流
域
の
戦
い

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西
歴
史

民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
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天
正
十
年（
一
五
八
二
）、
織
田
信
長
が
本
能
寺

で
討
た
れ
た
後
、
織
田
家
の
家
臣
同
士
の
抗
争
に

勝
利
し
た
羽
柴（
豊
臣
）秀
吉
は
天
下
統
一
に
乗
り

出
し
ま
し
た
。
秀
吉
の
台
頭
に
対
し
、
信
長
の
次

男
で
尾
張
と
伊
勢
を
領
有
す
る
織
田
信
雄
は
、
秀

吉
に
対
抗
す
る
た
め
三
河
等
五
ヶ
国
を
治
め
る
徳

川
家
康
と
手
を
結
び
ま
し
た
。
天
正
十
二
年
、
秀

吉
は
織
田
・
徳
川
連
合
軍
と
衝
突
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
す
。

　
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
は
、
そ
の
名
称
か
ら
小

牧
と
長
久
手
で
の
戦
い
を
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
戦
場
は
尾
張
東
部
だ
け
で
な
く
、
西
尾

張
や
美
濃
南
部
、
伊
勢
で
も
戦
闘
が
あ
り
、
全
国

の
大
名
と
旧
織
田
家
臣
が
、
信
雄
・
家
康
か
秀
吉

の
ど
ち
ら
か
の
陣
営
に
属
す
る
大
規
模
な
戦
い
で

し
た
。
家
康
は
小
牧
山
に
布
陣
し
、
秀
吉
は
犬
山

に
入
り
、
両
軍
の
に
ら
み
合
い
が
続
き
ま
し
た
。

四
月
九
日
、
秀
吉
は
甥
の
秀
次
を
大
将
に
別
働
隊

を
編
成
し
三
河
に
攻
め
入
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、

長
久
手
で
徳
川
軍
の
奇
襲
攻
撃
に
あ
い
大
敗
し
、

池
田
恒
興
や
森
長
可
、
さ
ら
に
長
可
の
義
弟
で
一

宮
城
主
の
関
長
安
等
、
歴
戦
の
武
将
た
ち
が
討
死

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
宮
城

に
は
小
牧
・
長
久

手
の
戦
い
の
後
、

織
田
信
雄
の
家
臣

が
入
城
し
ま
し
た

が
、
天
正
十
八
年

に
家
臣
が
去
る
と

廃
城
と
さ
れ
ま
し

た
。

　
現
在
、
一
宮
城
の
遺
構
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
石

碑
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
五
月
に
入
る
と
主
戦
場
は
西
尾
張
と
美
濃
南
部

（
現
在
の
一
宮
、
羽
島
、
海
津
市
付
近
）に
移
り
、

現
在
の
一
宮
市
や
羽
島
市
内（
当
時
は
尾
張
国
）に

は
信
雄
・
秀
吉
両
陣
営
の
砦
が
あ
り
ま
し
た
。
織

田
陣
営
と
し
て
は
吉
藤
城（
明
地
）、
苅
安
賀
城（
大

和
町
苅
安
賀
）、奥
城（
奥
町
）、そ
し
て
竹
鼻
城（
羽

島
市
）が
あ
り
、
秀
吉
の
陣
営
に
は
大
野
城（
浅
井
）、

河
田
城（
浅
井
）、
下
奈
良
城（
西
成
）、
大
浦
城（
羽

島
市
）等
が
あ
り
ま
し
た
。
一
宮
市
付
近
は
両
陣
営

の
砦
が
混
在
す
る
最
前
線
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　
五
月
五
日
、
秀
吉
は
冨
田
聖
徳
寺
に
本
陣
を
置

い
て
対
岸
の
加
賀
野
井
城（
羽
島
市
）を
攻
め
ま
し

た
。
城
主
の
加
賀
野
井
重
望
は
徹
底
抗
戦
し
ま
す

が
七
日
に
落
城
し
、
さ
ら
に
九
日
に
は
信
長
の
弟

の
中
根
信
照
が
守
る
奥
城
を
開
城
さ
せ
、
十
日
に

は
竹
鼻
城
攻
め
を
開
始
し
ま
し
た
。
城
主
の
不
破

広
綱
は
城
の
守
備
を
固
め
、
籠
城
戦
に
備
え
て
い

ま
し
た
が
、
秀
吉
は
竹
鼻
城
の
守
り
が
固
い
こ
と

を
知
る
と
、
力
攻
め
を
避
け
、
水
攻
め
を
開
始
し

ま
し
た
。
城
の
廻
り
に
堤
防
を
構
築
し
、
木
曽
川

の
ぶ
か
つ

ひ
で
つ
ぐ

つ
ね
お
き
　
　
　
　
な
が
よ
し

な
が
や
す

な
か
　

ね
　

の
ぶ
て
る

ひ
ろ
つ
な

し
げ
も
ち

▲一宮城跡（本町３丁目）
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と
境
川
か
ら
水
を
入
れ
竹
鼻
城
を
孤
立
さ
せ
ま
し
た
。

　
秀
吉
軍
の
竹
鼻
城
攻
め
に
対
し
、
信
雄
は
前
線

の
吉
藤
城
に
織
田
長
益（
信
長
弟
）と
滝
川
雄
利
等

を
配
置
し
守
備
を
固
め
、
徳
川
軍
の
豪
傑
で
知
ら

れ
た
本
多
忠
勝
が
日
光
川
の
左
岸
に
あ
る
萩
原
に

入
り
ま
し
た
。
秀
吉
は
水
攻
め
で
竹
鼻
城
を
孤
立

さ
せ
、
信
雄
と
家
康
を
お
び
き
寄
せ
て
、
一
気
に

雌
雄
を
決
め
よ
う
と
計
画
し
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
家
康
は
小
牧
か
ら
動
か
ず
信
雄
も
援
軍

に
行
く
こ
と
は
な
く
、
六
月
十
日
、
竹
鼻
城
は
降

伏
し
、
戦
線
は
伊
勢
方
面
に
移
り
ま
し
た
。

　
十
一
月
に
な
っ
て
信
雄
が
単
独
で
秀
吉
と
の
和

議
に
応
じ
た
た
め
、
家
康
は
戦
い
の
名
分
を
失
い
、

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
は
終
結
し
ま
し
た
。

　
翌
天
正
十
四
年（
一
五
八
六
）に
は
秀
吉
は
豊
臣

秀
吉
と
名
を
改
め
ま
し
た
。
こ
の
年
、
家
康
も
豊

臣
家
に
従
い
、
天
正
十
九
年（
一
五
九
一
）に
は
小

田
原
の
北
条
家
を
破
り
天
下
統
一
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。
こ
の
時
、
秀
吉
は
家
康
を
東
海
か
ら
関
東

に
移
し
ま
し
た
。
家
康
は
新
た
な
拠
点
と
な
っ
た

江
戸
を
中
心
に
力
を
蓄
え
、
秀
吉
の
死
後
、
天
下

取
り
に
動
き
だ
し
ま
し
た
。

な
が
ま
す

か
つ
と
し

ほ
ん
　

だ
た
だ
か
つ
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子
育
て
に
も
多
少
ゆ
と
り
が
で
き
、

何
か
習
い
始
め
た
い
と
考
え
て
い
た
時

に
目
に
し
た
の
が
、
深
雪
ア
ー
ト
フ
ラ

ワ
ー
の
案
内
で
し
た
。
早
速
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
る
こ
と
に
。
そ
の
時
に
習
っ
た

お
花
は
、
高
級
ブ
テ
ィ
ッ
ク
に
並
べ
て

あ
る
様
な
素
敵
な
コ
サ
ー
ジ
ュ
で
し
た
。

今
思
え
ば
そ
れ
が
深
雪
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ

ー
と
の
初
め
て
の
出
会
い
で
す
。

　

そ
の
後
も
レ
ッ
ス
ン
を
重
ね
、
「
東

京
深
雪
ス
タ
ジ
オ　

ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
」
で
の
レ
ッ
ス
ン
が
受
講
で
き
る
ま

で
に
な
り
、
主
宰
で
あ
る
飯
田
深
雪
先

生
に
直
接
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
素
晴
ら
し
い
芸
術
品
は
私

達
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
」
、
「
自
然

の
花
の
色
は
神
の
手
に
な
っ
た
至
上
の

芸
術
で
す
」
な
ど
、
お
花
に
関
し
た
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
常
識
も
教

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
深
雪
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
は
「
立

体
の
絵
画
」
と
も
い
わ
れ
、
制
作
す
る

と
き
は
日
頃
か
ら
植
物
園
や
花
屋
で
観

察
し
た
り
、
植
物
図
鑑
な
ど
で
研
究
し

た
り
す
る
様
に
し
て
い
ま
す
。
実
物
に

少
し
で
も
近
づ
く
よ
う
に
制
作
し
て
い

ま
す
が
、
丸
写
し
に
な
ら
な
い
様
に
自

分
な
り
の
感
性
で
そ
の
花
の
持
っ
て
い

る
美
し
さ
や
優
し
さ
を
引
き
出
す
よ
う

に
努
力
し
、
全
く
新
し
い
「
美
」
を
創

り
出
す
の
で
す
。

　

昨
今
は
技
術
も
進
歩
し
、
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
で
一
年
中
素
敵
な
花

が
咲
き
誇
っ
て
い
る
中
で
、
こ
の
様
に

手
間
の
掛
か
る
こ
と
は
敬
遠
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
病
院
で
は
植
物
に
付
着
し
て

い
る
菌
が
入
ら
な
い
の
で
喜
ば
れ
て
お

り
、
ま
た
同
様
に
博
物
館
や
美
術
館
な

ど
で
も
保
管
さ
れ
て
い
る
文
化
財
が
腐

食
す
る
心
配
が
な
い
の
で
重
宝
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

「
文
化
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
り
ま

し
た
が
、
私
は
こ
の
深
雪
ア
ー
ト
フ
ラ

ワ
ー
を
制
作
す
る
技
術
は
ま
ぎ
れ
も
な

く
一
つ
の
文
化
で
、
そ
れ
も
「
め
ん
ど

く
さ
さ
の
文
化
」
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
文
化
を
大
切
に
生
徒
達
に
も
後
世
に

も
伝
え
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

長
寿
社
会
に
な
り
、
「
生
き
が
い
」

を
持
つ
こ
と
が
何
よ
り
大
切
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
深
雪
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

の
良
さ
と
楽
し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
つ
つ
、
こ
れ

か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
 
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
に
魅
せ
ら
れ

社
会
文
化
部
門 
一
宮
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
協
会
鶴
の
会　

柳
原　

田
主
子

エッセイ 

深雪アートフラワーに囲まれて

深雪アートフラワー三代目主宰飯田恵秀先生と
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人
間
は
何
故
音
楽
を
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
「
音
楽
を
す
る
と
楽
し
い

か
ら
。
そ
し
て
聴
く
方
も
良
い
気
持
ち

に
な
る
し
、
時
に
は
感
動
・
感
激
す
る

こ
と
も
あ
る
か
ら
」
だ
ろ
う
。

　

音
楽
の
好
き
な
人
に
と
っ
て
音
楽
を

す
る
こ
と
は
、
理
屈
抜
き
で
楽
し
い
こ

と
で
あ
り
、
特
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル（
合

奏
）は
一
層
楽
し
い
。
音
楽
を
聴
く
楽

し
み
、
合
奏
す
る
楽
し
み
、
自
己
主
張

す
る
楽
し
み
も
加
わ
り
、
多
く
の
人
が

協
力
し
て
一
つ
の
曲
の
演
奏
を
成
し
遂

げ
る
喜
び
。
満
足
感
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
、
生
き
る
こ
と
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
に
も
な
ろ
う
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と

思
う
。
し
か
し
、
多
く
の
人
々
に
音
楽

を
聴
い
て
も
ら
い
良
い
気
持
ち
に
さ
せ

た
り
、
感
動
・
感
激
さ
せ
た
り
す
る
た

め
に
は
、
演
奏
者
と
し
て
よ
り
良
い
音

楽
を
演
奏
す
る
こ
と
が
当
然
の
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
演
奏
者
た
ち
の
資
質
を
い

か
に
高
め
、
維
持
し
て
い
く
か
が
求
め

ら
れ
る
。

　

私
た
ち
尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
は
、
昭
和　

年
６
月
に
発
足
し
て
ま

４２

も
な
く　

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

５０

す
。
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
な
「
良
い
演

奏
」
に
向
か
っ
て
よ
う
や
く
意
識
が
芽

生
え
き
た
の
が
、
概
ね
発
足
後　

年
を

１０

経
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。
昭
和　

年
５２

よ
り
、
日
本
が
生
ん
だ
世
界
の
ポ
ッ
プ

ス
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
・
作
曲
家
の
故
岩
井

直
溥
氏
を
指
導
者
に
迎
え
、
以
来　

年
３５

間
に
渡
り
ポ
ッ
プ
ス
や
ジ
ャ
ズ
の
演
奏

で
は
定
評
が
あ
り
ま
し
た
。
岩
井
先
生

の
ス
テ
ー
ジ
で
は
岩
井
フ
ァ
ン
が
多
く

駆
け
付
け
、
い
つ
も
市
民
会
館
の
ホ
ー

ル
は
大
盛
況
で
し
た
。
さ
ら
に
昭
和　
６１

年
、
第　

回
定
期
演
奏
会
は
世
界
的
に

２２

著
名
な
作
曲
家
・
指
揮
者
の
故
ア
ル
フ

レ
ッ
ド
・
リ
ー
ド
博
士
を
、
市
民
バ
ン

ド
と
し
て
は
国
内
で
初
め
て
お
迎
え
し

て
の
記
念
す
べ
き
演
奏
会
に
な
り
ま
し

た
。
音
楽
へ
の
取
組
み
方
、
楽
譜
の
読

み
取
り
方
、
音
の
作
り
方
、
強
弱
の
作

り
方
、
ま
さ
に
「
音
楽
」
そ
の
も
の
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
リ
ー
ド
博

士
に
は
そ
の
後　

年
間
に
渡
り
、
指
導

１８

と
演
奏
会
の
指
揮
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

私
た
ち
の
活
動
の
中
で
も
特
に
印
象

強
く
記
憶
の
残
っ
て
い
る
事
業
と
し
て
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
へ
の
国
際
交
流

演
奏
旅
行
を
平
成
５
年
、　

年
、　

年

１０

１２

に
行
い
ま
し
た
。
ビ
ク
ト
リ
ア
メ
モ
リ

ア
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
行
っ
た

演
奏
会
で
は
、
聴
衆
総
立
ち
で
の
拍
手

を
受
け
、
皆
興
奮
状
態
だ
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
大
使
公
邸
へ
の
表
敬
訪
問
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
学
校
と
の
交
歓
演
奏
会
、
セ

ン
ト
ー
サ
島
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
等
、
心

に
残
る
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
音
楽
の
持
つ
「
素
晴
ら
し

さ
」
を
き
っ
か
け
に
、
今
で
も
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
友
人
と
交
流
を
交
わ
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
、
平
成　

年
４
月
よ
り
指
揮

１６

者
と
し
て
八
城
崇
幸
氏
を
迎
え
、
素
晴

ら
し
い
音
楽
性
で
メ
ン
バ
ー
を
一
つ
に

ま
と
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
氏
の

ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
留
学
時
の
貴
重
な
体
験

や
音
楽
に
つ
い
て
の
解
釈
等
を
折
り
混

ぜ
て
の
指
導
に
、
感
嘆
し
な
が
ら
練
習

に
励
み
、
少
し
で
も
冒
頭
の
一
文
に
寄

り
添
い
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
　

音
楽
と
尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

吹
奏
楽
・
管
弦
楽
部
門　

尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ　

不
破　

皓

活 動 

第75回定期演奏会（平成26年6月）より

演奏会フィナーレにて

第75回定期演奏会（平成26年6月）より
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月　

∫
日
〜　

日
∂
ま
で
、
一
宮

１１

１２

１５

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第　

回
７３

一
宮
市
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
を
中
心
に
近
隣
市
町
村
や
、
県

外
か
ら
も
多
数
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
出

品
者
は
５
２
５
名
で
、
審
査
の
結
果
、

入
賞
と
な
っ
た
１
７
５
点
を
は
じ
め
、

５
２
２
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
約
５
、
０
０
０
人
の
方

が
会
場
を
訪
れ
、
作
者
の
熱
意
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
多
数
の
作
品
を

熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
で
入
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
同
一
賞
内
で
の

掲
載
順
は
順
不
同
で
す
。（
敬
称
略
）

審
査
員　

星　

野　

哲　

弘

河　

村　

明　

美

市
長
賞

　

三

矢 
菜
穂
子　

教
育
委
員
会
賞

　

近

松

妙

子　

美
術
展
賞

　

川

瀬

貢

一　
　

ã

柳　

襄

　

瀧　

廣

美　
　

山

田

勝

利

奨
励
賞

　

今

枝　

昭　
　

宇
佐
見 
信

子

　

星

野

真

由　
　

森　

賢

二

入
選　
　

点
３１

審
査
員　

山　

田　

彊　

一

長
谷
川　
　
　

仂

岩　

田　

哲　

夫

後　

藤　

泰　

洋

三　

輪　

清　

弘

堀　

尾　

一　

郎

市
長
賞

磯

部

和

久　
　

小

澤 
富
美
子

柘

植

雅

一

教
育
委
員
会
賞

青

井 
ト
シ
子　
　

安

藤

孝

信

飯

田

耀

子　
　

小

野

秀

史

美
術
展
賞

浅

田 
百
合
子　
　

石

黒

三

雄

石

原

孝

一　
　

岩

田

富

雄

江

口

和

夫　
　

神

谷

久

子

河

村

正

子　
　

木

村

忠

嗣

倉

地

彩

子　
　

後

藤 
絵
理
奈

後

藤

哲

子　
　

丹

慶

哲

宏

長

島 
瑠
璃
奈　
　

中

田 
世
津
子

中

山

昌

明　
　

羽

田

里

絵

速

水

基

司　
　

藤

井　

忍

三

島

泰

子　
　

水

巻 
久
美
子

森　

健

次　
　

森　

耕

太

森

部 
み
や
子

奨
励
賞

浅

野 
な
つ
子　
　

磯

部

静

子

上

野

幸

雄　
　

臼

井

哲

雄

梅

田

恵

子　
　

柿

原 
テ
ル
子

神

谷　

武　
　

川

野

允

裕

京

極 
真
由
未　
　

小
早
川 
桐

子

島

津

秀

典　
　

高

木 
み
ど
り

ã

野　

清　
　

田

中 
勢
智
代

堤　

博

子　
　

富

岡

僉

治

楢

谷

咲

子　
　

則

武

武

子

馬

場

越

子　
　

原　

隆

行

松

本

尚

子　
　

森

田　

孝

山

田

規

夫　
　

吉

川

京

介

入
選　
　

点
１５７

審
査
員　

森　
　
　

克　

彦

川　

原　

孝　

文

市
長
賞

　

石

川

容

子

教
育
委
員
会
賞

　

伊

藤　

毅

美
術
展
賞

西

川

久

雄

奨
励
賞

浅

野

金

郎　
　

久

門

大

輝

入
選　
　

点
１６

審
査
員　

加　

藤　

陽　

児

林　
　
　

節　

子

市
長
賞

川

瀬

正

二

教
育
委
員
会
賞

桑

原

紀

保

美
術
展
賞

尾

関

祐

二　
　

鈴

木

良

子

丹

慶

哲

宏　
　

村

上

浩

子

奨
励
賞

　

伊

藤

英

正　
　

大

島

忠

敏

　

坂

井

順

司　
　

西

井

美

門

日　

本　

画

洋　
　
　

画

彫
刻
・
立
体

会 場 風 景

工　
　
　

芸
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入
選　
　

点
３４

審
査
員　

源　
　
　

安　

孝

岡　

ì　

美　

穂

市
長
賞

　

呼

元

勇

樹

教
育
委
員
会
賞

　

柘

植

雅

一

美
術
展
賞

　

青

山

裕

史　
　

飯

田

瑞

紀

奨
励
賞

　

加

藤 
千
佳
子　
　

中

川

麻

衣

　

西　

美

佳

入
選　
　

点
２５

審
査
員　

土　

屋　

陽　

山

鬼　

頭　

翔　

雲

亀　

山　

雪　

峰

木　

戸　

竹　

葉

林　
　
　

大　

樹

則　

武　
　
　

穹

森　
　
　

隆　

城

安　

藤　

蘇　

道

市
長
賞

　

春
日
井 
栄

嘉　
　

酒

井

光

華

　

長

崎

成

秀

教
育
委
員
会
賞

　

内

出

紅

華　
　

尾

関

明

美

　

佐

合

華

婉　
　

林　

華

静

美
術
展
賞

　

浅

井 

翠　
　

安

達 
加
寿
子

安

藤

静

歩　
　

井

上

紅

鳳

今

井

恭

子　
　

岩

田

展

穂

岩

根

民

江　
　

大

橋

渓

煙

小

川

香

風　
　

片

桐

瑤

雪

木

村

輝

扇　
　

古

池

恵

舟

小

島

華

扇　
　

後

藤

柳

月

近

藤

由

果　
　

ã

松

彩

月

戸

本

有

荷　
　

戸

谷

嘉

恵

内

藤

春

翠　
　

林　

翠

竹

平

野

桃

瑶　
　

村

上

桂

崚

保

田

昌

石　
　

脇

田

玉

波

奨
励
賞

石

井

玉

華　
　

大

塚

雅

泉

岡

崎

啓

雪　
　

梶

川

朝

景

川

辺

舟

楫　
　

神

田

鴻

都

北

村

枩

嶺　
　

小

林

修

堂

小

林　

進　
　

佐

藤

り

さ

志

知

隆

道　
　

鈴

木

春 

竹

内

深

風　
　

谷

本

喜

泉

鳩

山

煌

華　
　

濱

田

梨

沙

平

岩

幸

子　
　

平

松

豊

泉

深

谷

秋

月　
　

前

野

樹

風

牧

野

瑞

葉　
　

松

永

翠

峻

村

瀬

紫

苑　
　

山

内

山

抱

山

路

静

竹　
　

山

田

清

翠

山

本

瑶

華

入
選　
　

点
１６９

審
査
員　

塚　

本　

伸　

爾

丹　

羽　

正　

仁

夫　

馬　
　
　

勲

林　
　
　

三　

平

市
長
賞　
　
　
　

　

安

藤

義

弘

教
育
委
員
会
賞

　

安

藤

雅

彦　
　

藤

田

正

夫

美
術
展
賞

安

藤

治

仁　
　

市

川 
志
津
夫

今

井

彰

二　
　

大

矢 
真
理
子

小

川

照

秋　
　

小

原

勇

二

春
日
井 
義

三　
　

桜

井

悦

子

中

村 
由
美
子　
　

林　

 
都
美
子

水

野

雅

央　
　

三

野　

彰

奨
励
賞

安

藤

正

一　
　

大

矢

勝

利

岡

田

忠

夫　
　

笠

野

俊

彦

加

藤

紀

子　
　

小

島

高

子

千

田

陞

末　
　

竹

田

浩

子

田

端　

勉　
　

所　

 
由
紀
子

橋

本

秀

子　
　

長
谷
川 
蔦

江

林　

孝

弘　
　

古

澤

光

生

村

川　

司　
　

吉

田

幸

蔵

入
選　
　

点
９０

写　
　
　

真

書

書 部 門 解 説

デ
ザ
イ
ン

工 芸 部 門 解 説
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企
画
展
「
暮
ら
し
の
中
の
民
具

〜
む
ら
の
お
ま
つ
り
〜
」

日
時
e
１
月
９
日
º
〜
３
月　

日
∂

１３

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

内
容
e
昔
な
つ
か
し
い
生
活
道
具
の
展

示
を
通
し
て
、
今
と
昔
の
く
ら

し
の
違
い
を
見
つ
け
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

５
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

「
民
俗
芸
能
公
演
」

日
時
e
①
１
月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

３１

３
時
②
２
月　

日
∂
③
２
月　

１４

２８

日
∂　

午
後
２
時
〜
２
時　

分
３０

内
容
e
①
島
文
楽
②
宮
後
住
吉
踊

③
ば
し
ょ
う
踊

定
員
e
各
回
先
着　

名（
当
日
午
後
１

６０

時
よ
り
整
理
券
を
配
付
）

※
要
常
設
展
観
覧
料

講
座
「
尾
張
平
野
を
語
る　
２０

〜
信
仰
の
歴
史
と
民
俗
〜
」

日
時
e
①
３
月
６
日
∂
②
３
月　

日
∂

１３

③
３
月　

日
∂

２０

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

講
師
e
①
加
藤
基
樹
氏（
富
山
県﹇
立
山

博
物
館
﹈学
芸
員
）②
林
淳
氏

（
愛
知
学
院
大
学
教
授
）③
蒲
池

勢
至
氏（
同
朋
大
学
仏
教
文
化

研
究
所
客
員
所
員
）

内
容
e
①
尾
張
か
ら
日
本
三
霊
山
の
大

巡
礼
②
尾
張
の
陰
陽
師
・
万
歳

師
・
修
験
者
③
尾
張
平
野
の
寺

院
・
村
・
門
徒

定
員
e
各
回
先
着
１
０
０
名（
当
日
正

午
よ
り
整
理
券
を
配
布
）

※
要
常
設
展
観
覧
料

常
設
展
「
三
岸
節
子　ヨ

ー
ロ
ッ
パ
探
訪
」

日
時
e　

月
３
日
º
〜
１
月　

日
∂　

１０

１７

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
心
に
響
く
風
景
を
描
い
た
画
家

は
、
新
の
風
景
画
家
と
成
り
得

た
の
か
。
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ

ン
に
広
が
る
情
景
を
、
独
自
の

風
景
画
作
品
に
問
い
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

特
別
展
「
生
誕
Ú
Ú
Ò
年
記
念

三
岸
節
子
展　

私
は
燃
え
つ
づ
け
る
」

日
時
e
１
月　

日
º
〜
３
月
６
日
∂

２３

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
生
誕
１
１
０
年
を
記
念
し　

年
７０

に
及
ぶ
画
業
を
た
ど
る
回
顧
展

を
開
催
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

８
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

４
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

２
０
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

※
常
設
展
観
覧
料
を
含
む

冬
季
企
画
展
「
織
物
の
ま
ち

－

大
正
・
昭
和
の
起
町－

」

日
時
e
１
月　

日
º
〜
２
月　

日
∂　

１６

２８

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
旧
起
町
が
織
物
産
業
の
発
展
に

よ
っ
て
変
化
し
て
い
く
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
無
料

歴
史
講
座
「
歴
史
と
民
俗　
　

資
料
館

１９

開
館　

年
〜
歴
史
を
振
り
返
る
〜
」

３０

日
時
e
２
月
７
日
∂
・　

日
∂
・　

日

１４

２１

∂　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

内
容
e
開
館　

年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

３０

「寒風の中で」 伊藤 繁雄

※
一
宮
市
博
物
館
・
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

・
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て

○
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で

３０

○
月
曜
休
館（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
開

館
）、
休
日
の
翌
日
休
館
、　

月　

日
∑
〜

１２

２８

１
月
４
日
∑
休
館

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
予
定
》
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こ
れ
か
ら
の
資
料
館
の
役
割
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

定
員
e
先
着　

名
４０

参
加
料
e
無
料

歴
史
講
座
「
街
道
文
化
を
探
る
」

日
時
e
３
月
６
日
∂　

午
前
９
時
〜
午

後
４
時　

分
３０

内
容
e
宿
場
町
の
遺
構
が
豊
富
な
地
域

を
訪
ね
、
市
内
で
は
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
宿
場
の
文
化
や
歴
史
資

料
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。　

定
員
e　

名
３５

参
加
料
e
無
料

※
要
申
込
み
。
詳
し
く
は
広
報
２
月
号

を
参
照

「
一
宮
の
民
話
と
今
」
写
真
展

日
時
e
３
月　

日
π
〜　

日
π

１６

３０

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

内
容
e
一
宮
の
民
話
と
そ
の
民
話
に
ま

つ
わ
る
地
の
写
真
を
展
示
し
ま

す
。

会
場
e
６
階　

多
目
的
室
２

観
覧
料
e
無
料

 

「
読
み
聞
か
せ
講
習
会
」

日
時
e
２
月　

日
〜
３
月　

日
の
毎
週

１９

１８

金
曜
日　

午
後
１
時
〜
３
時

内
容
e
お
は
な
し
会
に
役
立
つ
絵
本
の

選
び
方
や
読
み
方
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
作
り
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

定
員
e　

名（
定
員
を
越
え
た
場
合
は

２０抽
選
）

参
加
料
e
無
料

※
詳
し
く
は
広
報
１
月
号
を
参
照

「
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

日
時
e
３
月　

日
∂

１３

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

内
容
e
青
少
年
グ
ル
ー
プ
活
動
の
発
表

会
で
、
一
般
の
方
も
自
由
に
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
子
ど
も
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
の
で
、

ご
家
族
連
れ
で
も
ど
う
ぞ
。

会
場
e
木
曽
川
庁
舎
３
階

参
加
料
e
無
料（
内
容
に
よ
り
有
料
）

 

「
一
宮
市
消
費
生
活
フ
ェ
ア
」

日
時
e
２
月　

日
º
・　

日
∂

２０

２１

午
前　

時
〜
午
後
４
時（　

日

１０

２１

は
午
後
３
時
ま
で
）

内
容
e
消
費
生
活
･
食
生
活
な
ど
、
日

常
生
活
に
密
着
し
た
問
題
を
研

究
し
、
パ
ネ
ル
な
ど
で
発
表
し

ま
す
。

会
場
e
尾
張
一
宮
駅
前
ビ
ル

入
場
料
e
無
料

ジ
ャ
パ
ン
･
ヤ
ー
ン
･
フ
ェ
ア

＆
総
合
展
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
尾
州
」

日
時
e
２
月　

日
π
〜　

日
ª

２４

２６

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

内
容
e
国
内
唯
一
の
糸
の
展
示
会
や
尾

州
産
地
の
素
材
、
ま
た
そ
れ
ら

を
活
か
し
た
衣
装
等
を
展
示
し
、

繊
維
産
業
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産

業
の
今
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

会
場
e
総
合
体
育
館

入
場
料
e
無
料（
糸
の
展
示
会
は
商
談

者
の
み
入
場
可
）

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）５
５
０
４

７３

日
時
▼　

月　

日
∂
・
１
月　

日
∂

１２

２０

２４

２
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２８

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）６
９
５
１

４５

日
時
▼　

月　

日
∂
・
１
月　

日
∂　

１２

２０

２４

２
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２８

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

（（（
公公
財財
））
一
宮
地
場
産
業

一
宮
地
場
産
業

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

青
少
年
育
成
課

青
少
年
育
成
課

経
済
振
興
課

経
済
振
興
課

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
市
民
川
柳
教
室
』
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内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼　

月　

日
º
・
１
月　

日
º　

１２

２６

２３

２
月　

日
º　

午
前　

時
〜

２７

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
基
本
的
な
読
み
方
を

は
じ
め
、
作
者
の
時
代
背
景
に

も
触
れ
な
が
ら
初
め
て
の
方
に

も
分
か
り
や
す
く
「
唐
詩
三
百

首
」
を
解
読
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
氏（
東
洋
文
化
振
興
会

会
長
）

参
加
料
▼
月
２
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
１
月
５
日
∏
・
２
月
２
日
∏

３
月
１
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を
は

じ
め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作
詩
の

添
削
の
検
討
を
会
員
間
で
行
い

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）２
２
８
６

５１

日
時
▼
１
月
９
日
º
・
２
月　

日
º

１３

３
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１２

（
２
月
は
午
前
９
時　

分
〜
）

３０

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

１０

１４

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１３

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
１
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２４

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
ど
な
た
で
も（
大
会
に
先
立
ち

ハ
ガ
キ
に
て
雑
詠
一
首
提
出
）

参
加
料
▼
５
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　
（
公
）中
部
日
本
書
道
会

一
宮
支
部
】

　

A（　

）１
８
４
１

６２

日
時
▼
３
月
６
日
∂

午
後
４
時
〜
５
時　

分
３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
▼
愛
知
大
学
教
授 
荒
川
清
秀
先
生

演
題
▼
「
中
国
の
街
で
見
る
漢
字
」

〜
日
中
漢
字
の
意
味
の
違
い
を

考
え
る
〜

入
場
料
▼
無
料（
一
般
聴
講
歓
迎
）

10

『
濤
聲
會
定
例
会
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
新
年
短
歌
会
』

『
平
成　

年
度
支
部
講
演
会
』

２７

一宮市芸術文化協会 

2 0 1 5

随想・随筆、現代詩、漢詩、短歌、俳句、川柳、狂俳 

『加入団体の催し』欄に情報を　 
　掲載しませんか？ 

このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体の活動情報を

募集します。掲載を希望される団体は、発行月３・６・９・12月

の前々月15日までに、下記の必要事項を任意の様式にて記入

の上、事務局まで提出してください。�

①行事名　②団体名　③問合せ先電話番号　④日時�
⑤会場　⑥対象　⑦参加料　⑧申込方法　⑨その他�
必要事項�

〒491－8501 一宮市芸術文化協会事務局 
　　　　　　　　　　　　　　（住所不要） 
またはFAX 0586－73－9213

必要事項 

提 出 先 

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』
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９
月　

日
∏
〜　

月
４
日
∂
、
愛
知

２９

１０

県
美
術
館
８
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に

第　

回
愛
知
県
文
連
美
術
展
が
開
催
さ

４０
れ
、
県
下
よ
り
３
６
９
作
品
が
入
賞
・

入
選
に
輝
き
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
は
（
日
本
画
の
部
）
今

枝
昭
さ
ん
、
今
枝
由
惠
さ
ん
、
尾
池
純

子
さ
ん
、
瀧
廣
美
さ
ん
、
藤
塚
章
さ
ん
、

眞
野
尊
さ
ん
の
６
名
、（
洋
画
の
部
）
伊

熊
睦
子
さ
ん
、
江
口
和
夫
さ
ん
、
江
森

操
さ
ん
、
梶
浦
千
恵
子
さ
ん
、
桑
山
直

樹
さ
ん
、
高
木
み
ど
り
さ
ん
、
寺
澤
裕

見
子
さ
ん
、
長
谷
川
千
代
子
さ
ん
、
久

田
千
恵
子
さ
ん
、
藤
田
勝
秀
さ
ん
、
古

田
好
子
さ
ん
、
山
田
紀
代
子
さ
ん
、
米

津
美
代
子
さ
ん
の　

名
、
計　

名
の
方

１３

１９

が
そ
れ
ぞ
れ
力
作
を
出
品
さ
れ
、
皆
入

選
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
約
１
、
６
０
０
人
も
の
方

が
来
場
さ
れ
、
ど
な
た
も
芸
術
の
秋
を

満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
　

月　

日
∂
、
扶
桑
町
中
央
公
民
館

１０

１８

と
扶
桑
文
化
会
館
を
会
場
に
、
愛
知
県

民
茶
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
と
扶
桑
町

文
化
協
会
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
五
つ
の

文
化
協
会
の
皆
様
が
設
席
を
さ
れ
、
当

日
は
約
１
、
８
０
０
人
も
の
方
が
来
場

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
も
一
宮
茶
道
連
盟
の
皆

様
が
設
席
を
さ
れ
ま
し
た
。
人
と
人
と

の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、「
和
敬
静
寂
」

の
茶
の
心
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
お

茶
席
で
、
ご
来
場
さ
れ
た
皆
様
は
心
温

ま
る
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
し
て
い

ま
し
た
。

　
　

月　

日
∂
、
弥
富
市
総
合
社
会
教

１１

２９

育
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
西
尾
張
部
芸

能
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
文
連
西
尾
張
部
に
所
属
す
る

十
の
文
化
協
会
の
各
団
体
に
よ
り
発
表

さ
れ
た
演
目
は
太
鼓
や
舞
踊
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
大
正
琴
、
津
軽
三
味
線
と
多
種

に
わ
た
り
ま
し
た
。
日
頃
の
練
習
の
成

果
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
発
表
に
、
会

場
か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
は「
津
軽
三
味
線
恋
糸
」

（
邦
楽
部
門
）の
皆
様
が
出
演
さ
れ
、「
津

軽
じ
ょ
ん
か
ら
六
段
・
津
軽
甚
句
・
津

軽
じ
ょ
ん
か
ら
れ
ん
し
」
の
演
題
を
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
発
表
は
見
て
い

る
者
を
魅
了
す
る
大
変
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
。

愛
知
県
文
連
美
術
展

愛
知
県
文
連
西
尾
張
部
芸
能
大
会

愛
知
県
民
茶
会

　
９
月
１
日
∏
、
一
宮
市
民
会
館

に
お
い
て
市
制
９４
周
年
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
当
協
会
の
坂
井
斉
理

事（
俳
句
部
門
）が
文
化
功
労
者
と

し
て
、
そ
の
永
年
に
わ
た
る
功
績

を
讃
え
ら
れ
、
一
宮
市
長
よ
り
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の

催
し（
報
告
）
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月　

日
º
、
一
宮
市
民
会
館
に

１０

１７

て
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

書
道
家
と
し
て
ご
活
躍
中
の
武
田

双
雲
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
講
演
要
旨
】

　

人
生
は
本
当
に
簡
単
な
こ
と
で
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
普
段
は
当
た
り

前
す
ぎ
て
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
が
、

私
達
は
生
ま
れ
た
だ
け
で
今
ま
で
生

き
て
き
た
人
達
の
努
力
や
営
み
を
、

も
ら
え
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
す

ご
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

気
付
い
て
い
な
い
だ
け
で
、
実
は
毎

日
数
え
き
れ
な
い
ぐ
ら
い
の
恵
み
が

溢
れ
て
い
た
の
で
す
。
今
日
か
ら
は

そ
の
恵
み
に
対
し
て
、
ほ
ん
の
少
し

だ
け
感
動
、
感
謝
を
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
す
る
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
っ

た
り
、
不
満
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と

は
驚
く
ほ
ど
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

朝
起
き
た
ら
動
い
て
い
る
心
臓
に
、

昇
っ
て
く
る
太
陽
に
、
水
道
の
蛇
口

を
ひ
ね
れ
ば
出
て
く
る
水
に
感
動
し

て
く
だ
さ
い
。
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
要
す
る
に
ど
こ
に
ピ
ン
ト
を
合

わ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ

し
て
大
切
な
こ
と
は
、
そ
の
ピ
ン
ト

は
自
分
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

身
近
な
例
と
し
て
夫
婦
を
取
り
上

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
世
の
中
に
は
色

々
な
夫
婦
の
形
が
あ
り
ま
す
。
憎
し

み
あ
っ
て
い
る
夫
婦
も
、
お
互
い
を

リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
感
謝
し
合
っ
て
い

る
夫
婦
も
い
ま
す
。
こ
の
違
い
は
ど

こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

世
界
中
の
夫
婦
か
ら
話
を
聞
い
て
わ

か
っ
た
こ
と
は
『
違
う
』
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
夫
婦
の
間
で
は
鍵
の
置

き
場
か
ら
見
た
い
テ
レ
ビ
番
組
、
お

腹
が
減
る
タ
イ
ミ
ン
グ
ま
で
、
何
も

か
も
が
違
う
と
い
う
こ
と
が
共
通
点

で
し
た
。
夫
婦
の
形
の
差
は
こ
の
違

う
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
苛
々
し

て
い
る
か
、
素
敵
と
思
っ
て
い
る
か
。

こ
れ
だ
け
な
の
で
す
。
私
の
教
室
の

生
徒
さ
ん
に
も
個
性
的
な
方
が
い
ま

し
て
「
先
生
の
字
は
良
い
と
は
思
い

ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
生
徒
さ
ん
の
こ

と
が
、
面
白
い
と
思
え
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
よ
う
な
話
で

す
が
、
人
間
は
一
日
だ
け
に
区
切
っ

た
ら
皆
同
じ
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

起
き
て
、
食
べ
て
、
寝
る
。
イ
チ
ロ

ー
さ
ん
み
た
い
な
ス
ポ
ー
ツ
選
手
も
、

私
み
た
い
な
書
道
家
も
、
皆
さ
ん
も

一
日
で
限
る
と
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
実
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と

書
道
家
と
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
違
い
は
『
気
持
ち
』
か
ら
生
ま

れ
て
き
ま
す
。
講
演
の
肝
に
な
り
ま

す
が
、
私
達
は
何
か
が
あ
る
か
ら
幸

せ
、
何
か
が
無
い
か
ら
不
満
と
い
う

よ
う
に
外
部
の
事
実
に
よ
っ
て
感
情

が
動
き
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
物
質

は
イ
コ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
有
名
な
公
式
が
あ
り

ま
す
が
、
イ
コ
ー
ル
と
い
う
こ
と
は

先
に
幸
せ
に
な
れ
ば
、
感
謝
す
れ
ば
、

ま
た
、
先
に
不
満
を
い
え
ば
、
不
幸

に
な
れ
ば
そ
れ
に
見
合
っ
た
物
質
が

現
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
朝
起
き

た
時
に
何
を
思
う
か
、
旦
那
や
嫁
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
、
ど
う
い
う

言
葉
を
選
ぶ
か
と
い
う
こ
と
が
一
年

経
っ
た
時
に
違
い
と
な
っ
て
出
て
き

ま
す
。
自
分
の
言
葉
や
表
情
で
、
明

日
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
朝
が
素
晴
ら
し

い
か
ど
う
か
は
豪
邸
に
住
ん
だ
か
ら
、

旦
那
が
優
し
い
か
ら
と
い
う
こ
と
は

関
係
な
く
、
先
に
素
晴
ら
し
い
と
決

め
る
だ
け
で
良
い
の
で
す
。

　

何
度
も
『
感
謝
』
と
い
う
言
葉
を

申
し
ま
し
た
が
、
こ
の
言
葉
に
は
反

義
語
が
あ
り
ま
せ
ん
。
感
謝
と
い
う

言
葉
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
言
葉
だ

と
思
い
ま
す
。
未
来
に
希
望
を
抱
く

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
す
が
、
色
々
な
奇
跡
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
今
は
最
高
の
瞬
間
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
感
謝
す

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
い
と
、
永
遠

に
満
ち
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。


